
【別紙様式】

事業名

総事業費
（千円）

40,000千円
交付⾦関連事業費
（交付対象経費）

（千円）
40,000千円

新型コロナウ
イルス感染症
への対応（経
済対策）との

関係

 ⼠別市は、新型コロナウイルス感染症への対応として、新型コロナウイルス感染症対応地⽅創⽣臨時交付⾦を活⽤し、制度要綱に定め
る交付対象事業の要件「新型コロナウイルスの感染拡⼤の防⽌及び感染拡⼤の影響を受けている地域経済や住⺠⽣活の⽀援を通じた地⽅
創⽣に資する事業」に該当する以下の事業を実施します。

⽺のまち⼠別「サフォークラム」ブランディング応援⾦事業

 「⽺によるまちづくり運動」として様々な取り組みを実施してきたが、コロナ禍によるイベントの中⽌や移動規制によ
る観光施設の⼊込減など交流⼈⼝の減少が顕著となっている。
 本応援⾦を交付し、「サフォークラム」のブランディングを継続・発展させるための本事業は、新型コロナウイルスの
感染拡⼤の影響を受けている地域経済の⽀援を通じた地⽅創⽣に資する事業に該当するものであり、地⽅創⽣臨時交付⾦
を活⽤することが妥当である。

事業概要

①⽬的
「地域未来構想20」で掲げる、感染症にも経済危機にも強い、強靱かつ⾃律的な地域の社会経済の構築と未来につながる
まちの活性化をまちの顔である「サフォークラム」の活⽤によって⾏うための取り組みを応援する。

②交付⾦を充当する経費・算定根拠
●安定⽣産・品質管理・技術継承の取り組み：25,000千円
●販売戦略・消費拡⼤・意識醸成の取り組み：15,000千円

③交付対象
 １）交付対象者
   ⽺と雲の丘観光（株）：25,000千円
   まちづくり⼠別（株）：15,000千円

 ２）交付対象者の選定理由・選定⽅法
【⽺と雲の丘観光（株）】
 本市のめん⽺⽣産者で組織される「⼠別めん⽺⽣産組合」の中⼼的存在であり、「⼠別サフォークラム」⽣産における
飼養技術の継承や種の保存による次世代の⼈材育成・確保の取り組みなど、「⼠別サフォークラム」の更なるブランドに
向けた取り組みを進めていくことができる事業所であるため。

【まちづくり⼠別（株）】
 ⼠別の交流をつくる「まちなか交流プラザ」を運営し、⽺のまちの観光拠点である「⽺と雲の丘」と連携した様々な観
光情報の発信拠点となるとともに、⾼品質で美味しい「⼠別サフォークラム」を全国の消費者に広く届ける取り組みによ
り、中⼼市街地・商店街など地域経済の活性化を図ることができる事業所であるため。

④期待される効果
 ・「⼠別サフォークラム」の消費を⼊り⼝とした、ファンベースの拡⼤
 ・本市の移住相談窓⼝である「移住ナビデスク」との連携による⽣産年齢⼈⼝の増
 ・「⼠別サフォークラム」の浸透による、ふるさと納税額の増
 ・「⾃然豊かな北海道に来て、知名度の⾼い⾼品質なサフォークラムを産地で⾷べる」観光客の増加
 ・アウトドアブームとの相乗効果など、交流⼈⼝の拡⼤
 ・⽣産技術の継承や種の保存により次世代の飼育、⽣産者の育成
 ・飼育頭数の増、飼育者・飼育⼾数の増加


